枕詞「三枝（さきくさ）の」考 : 「ミツマタ」を排して残るもの by 櫻井 靖久 & サクライ ヤスヒサ
さ
き
く
さ
枕
詞
「
三
枝
の
」
考
―
―
「
ミ
ツ
マ
タ
」
を
排
し
て
残
る
も
の
―
―
櫻
井
靖
久
一
「
さ
き
く
さ
の
」
の
歌
枕
詞
「
さ
き
く
さ
の
」
が
読
み
こ
ま
れ
る
歌
は
三
首
あ
る
。
万
葉
集
に
二
首
、
古
今
和
歌
集
に
一
首
。
万
葉
集
に
は
、
巻
五
・
九
〇
四
に
山
上
憶
良
が
さ
き
く
さ
作
者
か
と
も
思
わ
れ
る
長
歌
の
句
に
「
三
枝
の
中
に
を
寝
む
（
父
も
母
も
そ
ば
に
離
れ
な
い
で
、
さ
き
く
さ
の
よ
う
に
自
分
が
真
中
に
寝
よ
（
１
）
う
）」
と
あ
る
。「
三
枝
の
」
は
ナ
カ
に
か
か
る
。「
サ
キ
ク
サ
」
は
枝
が
三
つ
に
分
か
れ
る
の
で
ナ
カ
に
か
か
る
、
と
い
う
。
ま
た
、
巻
十
・
一
八
九
五
の
柿
本
人
麻
呂
歌
集
の
作
品
に
、「
春
さ
れ
ば
さ
き
く
さ
さ
き
ま
づ
三
枝
の
幸
く
あ
ら
ば
後
に
も
逢
は
む
な
恋
ひ
そ
吾
（
２
）
妹
」
と
「（
春
に
な
さ
き
く
さ
る
と
先
づ
咲
く
と
い
う
）
三
枝
の
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
枝
と
い
う
植
物
の
ま
さ
き
自
然
に
お
け
る
生
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
歌
の
技
巧
と
し
て
は
、「
先
づ
先
」
さ
き
さ
き
と
「
三
枝
」
が
懸
詞
に
な
り
、「
幸
く
」
に
か
か
る
序
と
な
っ
て
い
る
。
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
に
は
、
六
つ
に
は
、
い
は
ひ
歌
。
こ
の
殿
は
む
べ
も
と
み
け
り
さ
き
く
さ
の
三
つ
ば
四
つ
ば
に
と
の
づ
く
り
せ
り
と
い
へ
る
な
る
べ
し
。（
こ
の
御
殿
は
噂
に
聞
い
て
い
た
よ
う
に
、
い
か
に
も
豊
か
に
富
ん
で
い
る
。
三
枝
の
よ
う
に
三
棟
四
棟
に
殿
造
り
を
し
て
い
（
３
）
る
。）
枕
詞
「
さ
き
く
さ
の
」
は
「
三
つ
」
に
か
か
る
。
ま
た
、
こ
の
古
今
和
歌
集
の
歌
は
、
引
用
変
化
し
て
催
馬
楽
の
歌
詞
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
の
む
べ
む
べ
さ
き
く
さ
こ
の
殿
は
宜
も
宜
も
富
み
け
り
三
枝
の
あ
は
れ
三
枝
の
は
れ
さ
き
く
さ
み
よ
な
か
三
枝
の
三
つ
ば
四
つ
ば
の
中
に
殿
づ
く
り
せ
り
や
殿
づ
く
り
せ
り（
４
）や
そ
し
て
、
こ
の
古
今
和
歌
集
の
序
も
し
く
は
催
馬
楽
の
歌
は
、
後
の
『
宇
津
保
物
語
』「
蔵
開
（
５
）
下
」、『
源
氏
物
語
』「
初
音
」「
竹
（
６
）
河
」、『
太
平
記
』
中
サ
イ
グ
サ
サ
キ
ク
サ
サ
キ
ク
サ
ベ
の
「
三
枝
」
の（
７
）祭と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
三
枝
（
福
草
）
部
と
し
て
は
『
顕
宗
（
８
）
紀
』
に
見
え
、「
歯
」
の
比
喩
と
し
て
『
顕
宗
紀
』
に
見
え
る
。
そ
こ
で
さ
き
く
さ
は
、
父
の
市
辺
王
の
遺
体
を
掘
り
出
す
時
に
、
そ
の
「
三
枝
の
歯
が
証
拠
に
さ
き
く
さ
お
し
は
な
る
」
と
し
、
そ
の
「
三
枝
の
ご
と
き
押
歯
」
の
注
に
「
歯
が
き
れ
い
に
並
ば
な
い
で
、
重
な
っ
て
生
え
て
い
た
（
９
）
意
」
と
説
明
す
る
。
さ
き
く
さ
そ
れ
で
は
、
万
葉
時
代
に
春
先
の
野
に
咲
く
「
三
枝
」
と
は
、
現
代
の
何
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
も
の
を
さ
す
か
。
現
代
の
山
野
に
お
い
て
も
、
春
先
― 28 ―
に
普
通
に
見
ら
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
三
枝
」
の
解
釈
史
と
し
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
定
説
と
な
っ
て
い
な
い
。
以
下
、
考
察
を
進
め
る
。
二
「
さ
き
く
さ
」
は
「
ミ
ツ
マ
タ
」
か
「
さ
き
く
さ
」
の
注
と
し
て
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
日
本
古
典
文
学
大
系
萬
葉
（
１０
）
集
』
を
引
く
。
サ
キ
ク
サ
諸
説
紛
々
と
し
て
定
ま
ら
な
い
。（
中
略
）
花
期
の
ほ
か
、
和
名
抄
・
本
草
和
名
・
姓
氏
録
な
ど
の
記
述
や
万
葉
集
の
字
面
な
ど
に
よ
り
、
あ
る
部
分
（
枝
・
茎
・
葉
）
が
三
つ
に
分
岐
す
る
植
物
と
い
う
説
、
サ
キ
を
幸
の
意
と
し
て
め
で
た
い
植
物
と
す
る
説
、
サ
キ
を
割
キ
と
解
し
枝
や
幹
の
割
け
易
い
植
物
と
す
る
説
、
サ
キ
を
咲
キ
と
し
た
り
諸
草
に
先
立
ツ
意
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
、
ヒ
ノ
キ
・
ミ
ツ
マ
タ
・
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
・
ヤ
マ
ユ
リ
・
サ
サ
ユ
リ
・
イ
カ
リ
ソ
ウ
・
ミ
ツ
バ
ゼ
リ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
オ
ケ
ラ
・
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
・
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
・
レ
イ
シ
な
ど
に
擬
し
て
い
る
。
ヒ
ノ
キ
（
檜
）
説
は
「
こ
の
殿
は
む
べ
も
富
み
け
り
さ
き
く
さ
の
三
つ
葉
四
つ
葉
に
殿
づ
く
り
せ
り
」
の
歌
を
誤
解
し
、
サ
キ
ク
サ
を
建
築
材
と
考
え
た
も
の
で
、
誤
り
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
他
の
も
の
も
、
長
所
が
あ
る
一
方
、
ク
サ
と
い
う
に
適
当
で
あ
る
か
否
か
、
万
葉
時
代
ま
で
に
日
本
に
来
て
居
た
か
ど
う
か
、
サ
キ
と
呼
ぶ
理
由
が
あ
る
か
な
ど
の
疑
問
が
あ
っ
た
り
し
て
、
未
だ
決
定
的
な
こ
と
が
言
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
注
に
よ
れ
ば
、「
サ
キ
ク
サ
」
と
い
う
言
葉
の
注
目
度
は
高
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
が
あ
ま
り
に
も
多
方
に
広
が
り
す
ぎ
て
、
ま
と
ま
り
の
つ
か
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
説
を
整
理
し
た
松
田
修
の
解（
１１
）説を
引
用
す
る
。
こ
の
サ
キ
ク
サ
、
今
は
ミ
ツ
マ
タ
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
従
来
⑴
ヤ
マ
ユ
リ
説
（『
冠
辞
考
』『
古
事
記
伝
』）
⑵
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
説
（
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
品
物
考
』）
⑶
ミ
ツ
バ
説
（
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』）
⑷
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
説
（
福
井
春
水
の
佐
岐
久
佐
之
説
）
⑸
イ
カ
リ
ソ
ウ
説
（『
古
名
録
』）
⑹
ヒ
ノ
キ
説
（『
河
海
抄
』『
奥
義
抄
』）
⑺
マ
ツ
説
（
俊
恵
法
師
）
⑻
福
草
説
（『
万
葉
代
匠
記
』
福
草
考
）
⑼
ミ
ツ
マ
タ
説
（『
国
史
昆
虫
草
木
考
』『
万
葉
植
物
新
考
』）
な
ど
の
諸
説
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
説
の
中
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ
ツ
マ
タ
説
と
ヤ
マ
ユ
リ
説
で
あ
る
。
ヤ
マ
ユ
リ
説
は
、
ヤ
マ
ユ
リ
に
古
名
、
サ
ヰ
の
名
が
あ
り
、
奈
良
の
い
ざ
か
わ
さ
い
ぐ
さ
ま
つ
り
率
川
神
社
で
行
わ
れ
る
三
枝
祭
に
は
、
三
輪
山
に
生
ず
る
山
百
合
（
略
）
を
用
い
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ヤ
マ
ユ
リ
に
サ
ヰ
の
名
は
あ
っ
て
も
サ
キ
ク
サ
と
は
関
係
が
な
く
、
ま
た
ヤ
マ
さ
き
く
さ
ユ
リ
は
夏
の
花
で
、
万
葉
の
「
春
さ
れ
ば
ま
づ
三
枝
の
」
と
い
う
の
に
は
合
致
し
な
い
。
し
か
る
に
、
ミ
ツ
マ
タ
は
、
三
又
の
意
で
、
そ
の
枝
が
三
本
づ
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
り
、
万
葉
の
用
字
「
三
枝
」
も
同
じ
で
あ
る
し
、
万
葉
の
歌
に
も
よ
く
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
ミ
ツ
マ
タ
は
も
と
中
国
産
で
、
そ
の
渡
来
年
代
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
は
― 29 ―
た
し
て
万
葉
時
代
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
す
で
に
コ
ウ
ゾ
や
カ
ジ
ノ
キ
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
れ
と
同
類
の
ミ
ツ
マ
タ
も
輸
入
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
佐
々
木
信
綱
の
『
萬
葉
集
事
（
１２
）
典
』
は
、「（
諸
説
が
あ
る
）
中
で
、
春
ま
づ
花
さ
く
ミ
ツ
マ
タ
（
三
椏
）
が
よ
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
、
現
代
の
『
原
色
万
葉
植
物
図
（
１３
）
鑑
』
の
小
村
昭
雲
は
、「
ミ
ツ
マ
タ
は
中
国
原
産
の
落
葉
低
木
で
、
わ
が
国
に
は
古
く
渡
来
し
た
も
の
ら
し
く
、
奈
良
朝
の
こ
ろ
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。更
に
『
萬
葉
植
物
事
（
１４
）
典
』
の
大
貫
茂
も
、
「
現
代
名
は
ミ
ツ
マ
タ
と
す
る
説
が
有
力
…
…
ミ
ツ
マ
タ
は
、
ベ
ニ
バ
ナ
、
ア
サ
、
ア
ワ
、
イ
ネ
な
ど
の
有
用
植
物
と
と
も
に
古
代
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
書
く
。
し
か
し
な
が
ら
、「
和
紙
の
歴
史
」
ま
た
「
植
物
の
渡
来
史
」
に
お
い
て
は
こ
の
見
解
を
否
定
す
る
。
寿
岳
文
章（
１５
）は、
和
紙
の
歴
史
の
中
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
ま
し
こ
の
時
代
引
用
者
注
（
奈
良
時
代
）
は
麻
紙
を
主
と
し
、
コ
ウ
ゾ
や
ガ
ン
ピ
を
材
料
と
す
る
も
の
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
植
物
繊
維
を
試
用
し
た
こ
と
は
〈
正
倉
院
文
書
〉
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。（
中
略
）
ミ
ツ
マ
タ
が
製
紙
原
料
と
な
っ
た
の
は
戦
国
時
代
の
末
か
ら
で
、
か
い
い
ず
す
る
が
甲
斐
・
伊
豆
・
駿
河
の
方
面
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。
牧
野
富
太
郎
は
、
植
物
図（
１６
）鑑の
「
ミ
ツ
マ
タ
」
の
中
で
、「
中
国
原
産
、
慶
長
年
間
に
渡
来
し
」
と
説
明
す
る
。
更
に
、
木
下
武
司
は
「
ミ
ツ
マ
タ
説
」
の
否
定
に
追
い
討
ち
を
か
け
る（
１７
）。
も
と
も
と
日
本
に
原
産
せ
ず
、
製
紙
原
料
と
し
て
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
期
も
確
か
な
記
録
で
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
初
期
で
あ
り
、
万
葉
時
代
に
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。（
中
略
）
中
国
で
さ
え
、
ミ
ツ
マ
タ
を
製
紙
原
料
と
し
て
本
格
的
に
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
早
春
、
葉
に
先
立
っ
て
三
十
〜
五
十
個
の
花
を
密
集
し
て
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
特
徴
的
な
花
を
つ
け
る
木
が
、『
本
草
和
名
』
や
『
和
名
抄
』
ほ
か
古
典
の
文
献
に
載
っ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
サ
キ
ク
サ
を
ミ
ツ
マ
タ
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
「
ミ
ツ
マ
タ
説
」
の
根
拠
は
崩
れ
る
。
そ
の
前
段
階
で
「
ヤ
マ
ユ
リ
説
」
と
「
ヒ
ノ
キ
説
」
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
三
「
イ
カ
リ
ソ
ウ
説
」
と
「
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
説
」
木
下
武
司
は
、「
サ
キ
ク
サ
」
を
「
イ
カ
リ
ソ
ウ
」
と
考
え（
１８
）る。
こ
れ
ま
で
は
三
枝
を
サ
キ
ク
サ
と
考
え
、
正
訓
と
し
て
の
字
義
は
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
き
た
。
三
枝
は
「
三
つ
に
分
か
れ
た
枝
」
の
意
で
あ
く
ろ
だ
す
い
る
が
、
こ
れ
に
合
致
す
る
植
物
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
く
る
。
畔
田
萃
ざ
ん山
説
に
よ
る
メ
ギ
科
の
多
年
草
イ
カ
リ
ソ
ウ
は
そ
の
一
つ
で
、
形
態
的
特
長
が
鮮
明
で
、
一
名
三
枝
九
葉
草
（
略
）
と
い
う
よ
う
に
、
枝
葉
と
も
に
三
つ
に
割
れ
て
い
る
か
ら
、
三
枝
の
字
義
に
完
全
に
合
致
す
る
。
ま
た
「
裂
き
草
」
す
な
わ
ち
「
幸
き
草
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。（
中
略
）
イ
カ
リ
ソ
ウ
の
花
期
は
春
で
あ
り
、
歌
の
内
容
と
も
矛
盾
は
な
い
。（
中
略
）
北
海
道
西
南
部
か
ら
本
州
の
山
野
の
落
葉
樹
林
に
普
通
に
生
え
る
イ
カ
リ
ソ
ウ
こ
そ
、
三
つ
の
枝
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
サ
キ
ク
サ
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
さ
ん
し
く
よ
う
そ
う
こ
こ
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、「
イ
カ
リ
ソ
ウ
」
が
「
三
枝
九
葉
草
」
と
― 30 ―
も
呼
ば
れ
、
三
本
の
枝
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
ご
と
に
三
枚
の
葉
を
持
つ
と
い
う
の
は
正
し
い
。
し
か
し
私
が
考
え
る
に
は
、
こ
の
植
物
が
薬
草
と
し
て
著
明
で
あ
り
、
乾
燥
標
本
（
商
品
あ
る
い
は
薬
種
）
と
し
て
手
に
取
り
持
つ
の
で
、
そ
う
観
察
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
派
手
で
目
を
引
く
イ
カ
リ
ソ
ウ
の
花
に
比
べ
て
、
そ
れ
を
支
え
る
三
本
の
枝
は
あ
ま
り
に
細
く
、
貧
弱
で
あ
り
、
図
鑑
の
中
で
参
照
し
て
も
わ
か
る
通
り
、
自
然
の
中
で
は
他
の
植
物
と
比
較
し
て
目
立
つ
こ
と
は
な
い
。と
て
も
「（
三
本
の
中
の
）
真
ん
中
の
（
枝
）」
と
か
、「（
春
に
な
る
と
）
ま
ず
咲
く
三
本
の
枝
」
と
い
う
印
象
は
持
つ
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
考
え
る
。
い
く
ら
薬
草
と
は
い
え
、
自
然
界
に
お
い
て
イ
カ
リ
ソ
ウ
は
花
が
注
目
さ
れ
る
程
に
は
、
そ
の
三
本
の
枝
（
葉
）
に
注
目
さ
れ
る
と
は
、
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
三
つ
の
枝
に
分
か
れ
て
い
る
の
に
「
三
枝
」
に
見
え
な
い
も
の
に
「
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
」
が
あ
る
。
鹿
持
雅
澄
は
『
萬
葉
集
品
物
図
（
１９
）
絵
』
の
中
で
、わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
三
つ
の
枝
に
書
き
分
け
て
は
い
る
が
、我
々
が
実
際
に
接
す
る
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
は
、
葉
の
繁
り
に
惑
わ
さ
れ
て
三
枝
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
。
し
か
も
、
牧
野
富
太
郎
に
よ
れ
ば
中
国
原
産
で
室
町
時
代
に
渡
来
し
た
と
あ
る
の
で
、
万
葉
時
代
の
「
サ
キ
ク
サ
」
と
す
る
に
は
不
適
と
な
る
。
四
『
倭
名
類
聚
抄
』
か
ら
読
み
と
る
「
サ
キ
ク
サ
」
さ
き
く
さ
万
葉
集
に
歌
わ
れ
る
「
サ
キ
ク
サ
」
は
、「
三
枝
の
中
に
を
寝
む
（
九
〇
四
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
「
草
」
で
あ
り
、「
三
本
の
枝
の
真
ん
中
に
」
さ
き
く
さ
と
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、「
春
に
な
る
と
ま
ず
咲
く
三
枝
（
一
八
九
五
）」
の
草
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
名
前
を
『
和
名
類
聚
抄
』
の
草
の
部
類
で
求
め
る
と
、「
文
字
集
略
云

割
注
〈
音
娘
和
名
佐
木
久
佐
日
本
私
記
云
福
草
〉
草
枝
枝
相
値
葉
葉
相
當
（
２０
）
也
」
と
あ
る
。
そ
れ
で
は
「

」
と
は
何
か
。『
広
漢
和
辞
典
』
に
は
「

ハ
チ
ョ
ウ
・
ヨ
ウ
・
ト
ウ
野
菜
の
名
。
や
ま
ご
ぼ
う
。（
説
文
）

草
也
。
あ
ヒ
タ
ル
イ
コ
ー
ル
枝
枝
相
値
葉
葉
相
當
。」
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、「
＝
サ
キ
ク
サ
」
で
あ
り
「

は
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
葉
を
野
菜
と
し
て
摘
ん
で
食
べ
た
、
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
万
葉
人
は
「
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
」
の
葉
を
野
菜
と
し
て
食
べ
る
た
め
に
採
取
し
た
、
こ
と
が
わ
か
る
。
植
物
図（
２１
）鑑の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
属
は
、
丈
の
高
い
草
本
で
太
い
根
が
あ
り
、
葉
は
大
き
く
」
と
あ
り
、「
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
は
高
さ
一
ｍ
前
後
に
な
り
、
葉
は
楕
円
形
、
深
緑
色
、
長
さ
十
〜
十
五
㎝
」
と
説
明
す
る
。
図
鑑
の
写
真
で
想
像
す
る
と
、
ま
だ
緑
が
少
な
い
早
春
の
野
山
に
す
っ
く
と
立
ち
、
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
た
若
葉
、
し
か
も
大
型
の
葉
を
持
つ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
姿
は
か
な
り
目
立
つ
存
在
で
あ
り
、
柔
ら
か
で
味
が
良
い
な
ら
ば
、
大
い
に
好
ま
れ
期
待
す
る
山
菜
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
和
名
抄
』
の
「
サ
キ
ク
サ
」
で
あ
る
「
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
」
の
葉
み
つ
え
だ
さ
ん
ま
い
は
、
実
際
に
は
三
枝
で
も
三
枚
で
も
な
い
。
成
長
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
に
枝
分
か
れ
し
、
葉
も
互
生
で
次
々
に
つ
け
て
く
る
。
し
か
し
、
他
の
野
草
よ
り
も
時
期
が
早
く
先
に
芽
を
出
し
て
、
葉
を
広
げ
る
時
に
は
、
そ
の
頭
頂
の
葉
と
、
右
の
葉
、
左
の
葉
と
い
う
よ
う
に
三
叉
状
に
な
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
み
つ
え
だ
の
「
三
枝
」
と
し
て
目
に
つ
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
そ
の
頃
の
時
季
が
、
野
菜
（
山
菜
）
と
し
て
の
食
べ
頃
で
あ
り
、
好
ま
れ
た
な
ら
ば
関
心
も
高
く
な
る
。
更
に
こ
の
こ
と
は
、
古
今
和
歌
集
の
「
さ
き
く
さ
の
三
つ
ば
四
つ
ば
」
と
い
う
言
葉
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、『
大
和
本
（
２２
）
草
』
に
「
商
陸
一
名

根
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
和
名
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抄
』
に
お
い
て
は
、「
や
ま
ご
ぼ
う
の
根
を
「
商
陸
」
と
い
う
薬
草
名
」
と
し
よ
う
り
く
こ
ん
し
て
載
せ
て
い
る
。『
広
辞
苑
』
に
は
「
商
陸
根
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
根
茎
を
乾
燥
し
た
生
薬
。
硝
酸
カ
リ
を
含
み
利
尿
作
用
が
あ
る
」
と
す
る
。
具
体
的
に
『
和
名
抄
』
の
中
に（
２３
）は、「
商
陸
本
草
云
商
陸
割
注
〈
和
名
伊
乎
須
木
〉」
あ
る
い
は
「
散
薬
の（
２４
）部」
に
「
商
陸
散
割
注
〈
治
白
疾
〉」
と
あ
る
。
ま
た
、『
倭
名
抄
』
は
「
さ
き
く
さ
な
」
も
説
明
す
る
。
（
２５
）
「
薺

本
草
云
薺

割
注
〈
臍
禰
二
音
和
名
佐
木
久
佐
奈
一
云
美
乃
波
〉」
こ
の
語
を
『
広
漢
和
テ
イ
デ
イ
セ
イ
デ
イ
辞
典
』
で
引
く
。「

デ
イ
・
ナ
イ
①


・
薺

は
、
つ
り
が
ね
そ
う
。
ま
た
、
き
き
ょ
う
。」
と
説
明
す
る
。
「
さ
き
く
さ
」
が
早
春
の
若
い
「
や
ま
ご
ぼ
う
」
の
葉
を
野
菜
（
山
菜
）
と
し
て
食
用
す
る
な
ら
ば
、「
さ
き
く
さ
な
」
が
「
つ
り
が
ね
そ
う
」
の
葉
を
食
す
る
も
の
で
あ
っ
て
お
か
し
く
な
い
。
現
在
、
山
草
を
食
す
る
言
葉
に
「
山
で
旨
い
は
お
け
ら
に
と
と
き
（
つ
り
が
ね
に
ん
じ
（
２６
）
ん
）」
と
言
わ
れ
る
。
「
つ
り
が
ね
そ
う
（
つ
り
が
ね
に
ん
じ
ん
）」
は
広
く
食
べ
ら
れ
る
山
菜
で
、
美
味
な
も
の
と
し
て
名
高
い
。
近
似
種
の
き
き
ょ
う
も
山
草
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。
き
き
ょ
う
は
方
言
名
で
は
「
ぬ
の
ば
」
と
も
呼
ば
れ
、「
一
云
み
の
は
美
乃
波
」
と
関
係
を
持
つ
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
松
田
修
は
解
説
す（
２７
）る。
ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
と
は
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
の
一
名
で
、
花
の
形
を
釣
り
鐘
に
、
人
参
は
朝
鮮
人
参
に
た
と
え
た
名
で
、
こ
の
漢
名
は
「
沙
参
」
を
慣
用
し
て
い
る
。「
薺

」
は
こ
れ
と
似
た
ツ
バ
ナ
の
漢
名
で
、
軟
ら
か
い
葉
に
基
づ
き
、
古
く
か
ら
こ
の
葉
は
山
菜
と
し
て
食
用
に
供
し
て
い
る
。
い
を
す
ぎ
「
や
ま
ご
ぼ
う
」
の
薬
草
名
で
あ
る
「
商
陸
」
の
出
典
と
し
て
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
意
宇
郡
」「
出
雲
郡
」「
神
門
郡
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
す
べ
も
ろ
も
ろ
や
ま
の
あ
山
野
の
産
物
を
列
記
し
た
部
分
で
あ
り
、「
凡
て
諸
の
山
野
に
在
る
と
こ
ろ
く
さ
き
の
草
木
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
頭
注
は
説
明
す（
２８
）る。
以
下
の
草
木
の
内
、
草
類
は
薬
草
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
延
喜
（
典
薬
寮
）
式
に
諸
国
か
ら
貢
進
さ
せ
た
薬
品
の
品
目
と
ほ
ぼ
同
じ
。
「
や
ま
ご
ぼ
う
」
に
つ
い
て
は
、そ
の
根
を
薬
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
よ
く
知
ら
れ
た
植
物
で
あ
り
、
更
に
そ
の
大
型
の
葉
を
早
春
の
山
菜
と
し
て
食
用
し
た
と
い
う
の
は
、「
さ
き
く
さ
」
の
正
体
と
し
て
無
理
の
な
い
結
論
で
あ
る
と
考
え
る
。
戦
争
中
に
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
葉
を
食
し
た
経
験
を
持
つ
、
土
屋
文
明
の
説
（『
万
葉
集
私
注
』）
を
引
用
す（
２９
）る。
サ
キ
ク
サ
に
つ
い
て
は
従
来
種
々
の
説
が
行
は
れ
て
居
る
が
、
和
名
抄
に
（
略
）
と
あ
る

以
て
サ
キ
ク
サ
と
す
べ
き
で
あ
る
。
文
字
集
略
に
云
ふ
所
は
説
文
解
字
を
其
の
儘
取
つ
て
居
る
の
で
、
此
の

は

で
あ
り
、


で
あ
り
本
草
経
、
爾
雅
の
注
、
義
疏
等
に
よ
り
商
陸
即
ち
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
は
早
春
芽
立
つ
も
の
故
（
略
）
サ
キ
ク
サ
の
名
は
諸
草
に
先
立
つ
意
と
見
え
る
。
薺

（
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
及
び
ソ
バ
ナ
を
併
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
を
サ
キ
ク
サ
と
呼
ぶ
の
も
、
同
じ
命
名
法
と
思
は
れ
る
。「
春
さ
れ
ば
ま
づ
さ
き
草
の
」（
巻
十
、
一
八
九
五
）
に
も
よ
く
合
ふ
。
又
「
三
枝
」
の
字
を
当
て
る
の
も
其
の
形
態
を
あ
ら
は
し
て
居
る
。
尤
も
現
在
東
京
で
多
く
見
ら
れ
る
も
の
、
戦
争
末
期
に
野
菜
欠
乏
の
吾
々
の
咽
喉
を
刺
激
し
た
所
の
も
の
は
所
謂
洋
種
山
ゴ
ボ
ウ
で
、
花
が
た
れ
て
居
る
た
め
に
、
三
枝
が
著
し
く
目
に
つ
く
と
は
言
へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
当
の
商
陸
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即
ち
日
本
在
来
種
な
ら
ば
、
容
易
に
其
の
三
枝
状
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
説
文
解
字
の
記
載
か
ら
は
対
生
の
如
く
も
見
え
る
が
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
は
対
生
で
は
な
い
も
の
の
、
頂
の
花
穂
に
近
い
側
枝
と
其
の
次
の
側
枝
が
ひ
ど
く
接
近
し
て
出
て
、
主
茎
と
同
大
以
上
に
な
り
三
又
三
枝
状
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
和
名
抄
に
は
、
別
に
商
陸
を
上
げ
和
名
イ
ヲ
ス
ギ
を
付
し
て
居
る
の
は
、
大
体
厳
密
な
科
学
的
記
載
の
書
で
は
な
い
か
ら
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
に
サ
キ
ク
サ
、
イ
ヲ
ス
ギ
の
二
名
が
行
は
れ
た
の
を
、
一
つ
を

に
、
他
を
商
陸
に
当
て
、

即
ち
商
陸
な
る
こ
と
ま
で
は
、
思
ひ
及
ば
な
か
っ
た
も
の
と
見
れ
ば
解
決
さ
れ
る
。
或
は
又
、
サ
キ
ク
サ
は
野
菜
と
し
て
用
い
る
茎
葉
の
称
呼
で
あ
り
、
イ
ヲ
ス
ギ
は
薬
用
と
す
る
根
の
称
呼
で
あ
り
、
各
別
に
記
載
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。（
中
略
）
序
な
が
ら
古
今
集
の
「
こ
の
殿
は
う
べ
も
富
み
た
り
サ
キ
ク
サ
の
三
つ
ば
四
つ
ば
に
殿
づ
く
り
せ
り
」
の
サ
キ
ク
サ
は
商
陸
で
も
通
ず
る
が
、
和
名
抄
の
サ
キ
ク
サ
ナ
即
ち
薺

の
輪
生
葉
な
る
も
の
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
を
さ
す
の
か
も
知
れ
ぬ
。
此
の
吾
妻
郡
で
は
ソ
バ
ナ
も
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
も
と
も
に
ワ
カ
ナ
と
呼
び
、
ヒ
カ
ゲ
、
ヒ
ナ
タ
を
冠
し
て
両
者
を
分
つ
て
居
る
。
薺

に
両
者
を
含
む
の
と
一
致
し
て
注
意
さ
れ
る
。
土
屋
文
明
の
説
は
、
戦
争
中
の
東
京
で
の
実
体
験
及
び
群
馬
県
吾
妻
郡
で
の
見
聞
と
方
言
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
に
無
理
が
な
く
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
内
容
が
、『
和
名
抄
』
に
説
明
さ
れ
る
「
サ
キ
ク
サ
」「
サ
キ
ク
サ
ナ
」
と
い
う
根
拠
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
解
明
の
筋
と
論
拠
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
こ
れ
に
比
す
る
と
、「
ヤ
マ
ユ
リ
」「
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
」「
イ
カ
リ
ソ
ウ
」
「
ミ
ツ
マ
タ
」
等
の
説
は
底
が
浅
く
、い
ず
れ
も
そ
の
根
拠
を
失
っ
て
い
る
。
五
む
す
び
と
し
て
さ
き
く
さ
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
万
葉
時
代
の
枕
詞
「
三
枝
の
」
と
い
う
言
葉
が
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
、
混
沌
と
し
て
お
り
、
全
て
を
並
べ
る
と
八
百
屋
の
店
先
の
よ
う
な
陳
列
場
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
、
時
代
に
よ
る
経
さ
き
く
さ
過
を
経
て
、「
春
と
い
う
季
節
に
先
が
け
て
咲
く
植
物
（
先
草
）」
と
い
う
意
さ
き
く
さ
味
と
、「
三
つ
に
分
か
れ
る
枝
（
三
枝
）」
の
意
味
を
重
ね
持
つ
植
物
と
し
て
み
つ
ま
た
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
持
つ
実
態
の
も
の
は
「
三
椏
」
の
「
花
（
花
期
は
三
〜
四
月
）」
と
「
三
叉
の
枝
」
が
、
そ
れ
を
指
す
も
の
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
た
。
確
か
に
「
三
椏
」
の
花
は
、
他
の
花
が
咲
か
な
い
三
月
に
葉
よ
り
も
早
く
黄
色
の
筒
状
の
花
を
咲
か
せ
て
、
そ
の
枝
が
三
叉
状
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
製
紙
原
料
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
寿
岳
文
章
は
ミ
ツ
マ
タ
が
和
紙
の
原
料
と
な
る
の
は
戦
国
時
代
か
ら
と
明
言
し
、牧
野
富
太
郎
は
ミ
ツ
マ
タ
は
慶
長
年
間
に
渡
来
と
述
べ
る
。
木
下
武
司
は
、
中
国
で
さ
え
製
紙
材
料
の
ミ
ツ
マ
タ
を
本
格
栽
培
し
た
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
、
と
言
う
。
さ
ら
に
、
万
葉
以
来
あ
る
な
ら
『
本
草
和
名
』
や
『
和
名
抄
』
に
な
い
の
が
不
自
然
と
い
う
。
ど
れ
も
が
も
っ
と
も
な
理
由
で
あ
り
、「
ミ
ツ
マ
タ
説
」
は
不
成
立
と
な
る
。
ち
よ
う
原
点
と
し
て
『
和
名
抄
』
に
も
ど
れ
ば
、「
さ
き
く
さ
」
は
「

（
和
名
さ
き
く
さ
）」
と
し
て
書
か
れ
、
辞
典
の
意
味
は
「
や
ま
ご
ぼ
う
」
と
説
明
す
る
。
同
様
に
「

」
は
薬
草
名
と
し
て
「
商
陸
（
和
名
い
を
す
ぎ
）」
と
な
り
、「
商
陸
散
」
と
も
な
る
。
こ
れ
を
採
り
上
げ
て
説
と
す
る
の
は
『
万
葉
集
私
注
』
の
土
屋
文
明
で
あ
る
。
し
か
も
、
氏
は
戦
争
中
に
そ
の
類
を
野
菜
と
し
て
、
食
し
た
経
験
を
持
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つ
。
関
連
の
用
語
の
「
サ
キ
ク
サ
ナ
」
を
も
、
氏
の
日
常
に
使
用
す
る
方
言
と
し
て
解
明
す
る
。
そ
の
「
サ
キ
ク
サ
」
の
説
明
と
解
釈
及
び
植
物
の
同
定
に
つ
い
て
は
、
無
理
が
な
く
、
最
少
の
知
識
で
、
最
大
の
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
万
葉
の
「
サ
キ
ク
サ
」
は
、
土
屋
文
明
の
説
く
「
や
ま
ご
ぼ
う
」
を
採
る
べ
き
も
の
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
で
は
最
後
に
、
野
菜
と
し
て
の
「
や
ま
ご
ぼ
う
の
葉
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
ん
な
も
の
か
。「
深
緑
色
で
楕
円
、
大
き
さ
は
１０
〜
１５
㎝
」
の
柔
ら
か
の
大
型
の
葉
は
、「（
キ
ダ
チ
）
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
」
の
葉
か
、
も
っ
と
身
近
に
は
「
ア
ジ
サ
イ
」
の
葉
を
思
い
出
せ
ば
近
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
こ
の
二
種
は
有
毒
で
あ
る
の
で
、
食
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
注
（
１
）
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
萬
葉
集
二
』
一
九
七
九
年
、
岩
波
書
店
、
一
一
九
頁
（
２
）
注
１
『
萬
葉
集
三
』
六
九
頁
（
３
）
窪
田
章
一
郎
校
注
『
古
今
和
歌
集
』
一
九
七
四
年
、
角
川
文
庫
、
一
一
頁
、
二
七
一
頁
（
４
）
小
西
甚
一
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
古
代
歌
謡
集
』
一
九
七
九
年
、
岩
波
書
店
、
四
〇
二
頁
（
５
）
河
野
多
麻
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
宇
津
保
物
語
二
』
一
九
六
一
年
、
岩
波
書
店
、
四
四
五
頁
（
６
）
山
岸
徳
平
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
源
氏
物
語
二
』
一
九
五
九
年
、
岩
波
書
店
、
三
八
四
頁
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
源
氏
物
語
四
』
一
九
六
二
年
、
岩
波
書
店
、
二
六
一
頁
（
７
）
後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
『
日
本
古
典
文
学
大
系
太
平
記
二
』
一
九
六
一
年
、
岩
波
書
店
、
四
一
一
頁
（
８
）
坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
上
』
一
九
七
九
年
、
岩
波
書
店
、
五
二
五
頁
、
六
三
九
頁
（
９
）
注
４
土
橋
寛
校
注
「
古
事
記
歌
謡
」
一
〇
七
頁
（
１０
）
注
２
四
六
一
頁
（
１１
）
松
田
修
『
古
典
植
物
辞
典
』
一
九
八
〇
年
、
講
談
社
、
一
二
八
〜
一
三
〇
頁
（
１２
）
佐
々
木
信
綱
『
萬
葉
集
事
典
』
一
九
八
〇
年
、
平
凡
社
、
五
七
九
頁
（
１３
）
小
村
昭
雲
『
原
色
万
葉
植
物
図
鑑
』
一
九
六
八
年
、
桜
楓
社
、
二
七
九
〜
二
八
〇
頁
（
１４
）
大
貫
茂
『
萬
葉
植
物
事
典
普
及
版
』
二
〇
〇
五
年
、
ク
レ
オ
、
四
九
頁
（
１５
）
寿
岳
文
章
『
世
界
大
百
科
事
典
』「
和
紙
」
の
項
（
１６
）
牧
野
富
太
郎
『
原
色
牧
野
植
物
大
図
鑑
離
弁
花
・
単
子
葉
植
物
編
』
二
〇
〇
一
年
、
北
隆
館
、
三
五
七
頁
（
１７
）
木
下
武
司
『
万
葉
植
物
文
化
誌
』
二
〇
一
〇
年
、
八
坂
書
房
、
二
四
四
頁
（
１８
）
注
１７
二
四
三
〜
二
四
四
頁
（
１９
）
鹿
持
雅
澄
「
萬
葉
集
品
物
図
絵
」『
覆
刻
日
本
古
典
全
集
萬
葉
集
品
物
図
絵
』
一
九
八
二
年
、
現
代
思
潮
社
、「
さ
き
く
さ
」
の
項
（
２０
）
中
田
祝
夫
編
『
倭
名
類
聚
抄
』
一
九
八
一
年
、
勉
誠
社
文
庫
、
二
二
八
頁
（
２１
）
佐
竹
義
輔
他
編
『
日
本
の
野
生
植
物
草
本
Ⅱ
離
弁
花
類
』
一
九
九
〇
年
、
平
凡
社
、
二
七
頁
（
２２
）
与
謝
野
寛
他
編
『
日
本
古
典
全
集
本
草
和
名
下
巻
』
一
九
二
六
年
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
四
十
九
（
頁
づ
け
な
し
）
（
２３
）
注
２０
二
三
三
頁
（
２４
）
注
２０
一
三
六
頁
（
２５
）
注
２０
二
三
二
頁
（
２６
）
山
口
昭
彦
『
山
菜
・
木
の
実
・
草
の
実
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
二
〇
〇
一
年
、
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永
岡
書
店
、
三
六
頁
（
２７
）
注
⑪
一
三
〇
頁
（
２８
）
秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
風
土
記
』
一
九
七
八
年
、
岩
波
書
店
、
一
一
七
頁
（
２９
）
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
三
』
一
九
六
九
年
、
筑
摩
書
房
、
二
四
三
〜
二
四
六
頁
（
さ
く
ら
い
や
す
ひ
さ
元
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
長
）
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